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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

　

回次
第85期
第３四半期
連結累計期間

第85期
第３四半期
連結会計期間

第84期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日

自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (百万円) 418,622 143,520 567,831

経常利益 又は 経常損失(△) (百万円) △38,280 △8,375 33,056

四半期(当期)純利益 又は
四半期(当期)純損失(△)

(百万円) △22,635 △4,644 17,532

純資産額 (百万円) ― 420,099 461,796

総資産額 (百万円) ― 1,585,440 1,530,106

１株当たり純資産額 (円) ― 1,948.69 2,147.66

１株当たり四半期(当期)純利益 又は
１株当たり四半期(当期)純損失(△)

(円) △107.45 △22.05 83.21

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 25.89 29.57

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △18,576 ― 71,079

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △74,294 ― △99,892

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 99,388 ― 31,307

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 24,151 17,634

従業員数 (人) ― 7,813 7,687

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

　　２　売上高には、消費税等は含まれていない。 

　　３　第84期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。第85期第

３四半期連結累計期間及び第85期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半期純損失であるため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ない。また、主要な関係会社に異動はない。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従　業　員　数　(人) 7,813

(注) １　従業員数は、就業人員（当連結会社から連結会社外への出向者を除き、連結会社外から当連結会社への出向者

を含む。）である。

２　臨時従業員の総数は、従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略している。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従　業　員　数　(人) 4,788

(注) １　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）である。

２　臨時従業員の総数は、従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略している。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社及び連結子会社の業種は広範囲かつ多種多様であり、また、電気事業が事業の大半を占めることか

ら、電気事業の需給実績、販売実績及び資材の状況についてのみ記載している。

(1) 需給実績

　

種別
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

発受電電力量

自社

水力発電電力量 (百万kWh) 524

火力発電電力量 (百万kWh) 5,716

原子力発電電力量 (百万kWh) 1,511

他社受電電力量 (百万kWh)
1,598
△21

融通電力量 (百万kWh)
6
△3

揚水発電所の揚水用電力量 (百万kWh) △8

合計 (百万kWh) 9,323

損失電力量等 (百万kWh) △1,472

販売電力量 (百万kWh) 7,851

出水率(自流) (％) 71.8

(注) １　他社受電電力量には、連結子会社の北海道パワーエンジニアリング㈱及び北海水力発電㈱からの受電電力量が
含まれている。

２　他社受電電力量及び融通電力量の上段は受電電力量、下段は送電電力量を示す。
３　揚水発電所の揚水用電力量とは貯水池運営のための揚水用に使用する電力である。
４　販売電力量の中には、自社事業用電力量65百万kWhを含んでいる。
５　出水率は、自社の昭和52年度から平成18年度までの当該会計期間の30ヶ年平均に対する比である。

　

(2) 販売実績

① 契約高

　

種別
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

契約口数

電灯 3,559,514

電力 308,488

計 3,868,002

契約電力
(千kW)

電灯 2,341

電力 2,412

計 4,753

(注)　本表には、特定規模需要及び他社販売を含まない。
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② 販売電力量及び料金収入 

　

種別
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

販売電力量
(百万kWh)

電灯計 2,864

電力計 479

電灯電力合計 3,343

特定規模需要 4,508

電灯電力・特定規模合計 7,851

他社販売 8

融通 3

料金収入
(百万円)

電灯料 62,872

電力料 73,934

電灯電力合計 136,806

他社販売 97

融通 28

(注) １　上記料金収入欄の電力料には「特定規模需要」分を含む。

２　上記料金収入には消費税等は含まれていない。

　

③ 産業別（大口電力）需要実績 

　

種別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

販売電力量(百万kWh)

鉱工業

鉱業 18

製造業

食料品 275

パルプ・紙・紙加工品 316

化学工業 85

石油製品・石炭製品 0

窯業土石 12

鉄鋼業 229

非鉄金属 42

機械器具 167

その他 108

計 1,234

計 1,252

その他

鉄道業 88

その他 168

計 256

合計 1,508

(注)　大口電力…契約電力500kW以上

　

EDINET提出書類

北海道電力株式会社(E04500)

四半期報告書

 5/25



(3) 資材の状況

① 石炭、重油等の状況

　

品名

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

期首残高 受入量 払出量 期末残高

石炭(t) 851,662 1,412,926 1,493,601 770,987

重油(kℓ) 163,200 390,406 354,932 198,674

原油(kℓ) 24,247 14,517 28,348 10,416

　

② 石炭、重油等の購入価格

　

品名 単位

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

購入平均価格

石炭 円／ｔ 14,352

重油 円／kℓ 53,185

原油 円／kℓ 53,161

(注) １　上記①、②は、当社の主な使用燃料を記載している。

２　上記②には消費税等は含まれていない。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はない。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間の収支については、収入面では、売上高は、1,435億20百万円となり、これに

営業外収益を加えた経常収益は、1,442億66百万円となった。支出面では、営業費用は、1,482億36百万円と

なり、これに営業外費用を加えた経常費用は、1,526億42百万円となった。

  以上により、営業損益は47億15百万円、経常損益は83億75百万円、四半期純損益は46億44百万円といず

れも損失となった。

　

  事業の種類別セグメントの業績（内部取引消去後）は、次のとおりである。

　

① 電気事業

当第３四半期連結会計期間の販売電力量は、78億51百万kWhとなった。この内訳として、電灯は28億

64百万kWh、電力は4億79百万kWh、特定規模需要は45億8百万kWhとなった。

  当第３四半期連結会計期間の収支については、収入面では、電灯電力収入が1,368億6百万円となっ

たことなどにより、売上高は、1,377億96百万円となった。支出面では、泊発電所１号機蒸気発生器１

次冷却材入口管台溶接部の取替工事の実施に伴う定期検査期間の延長や渇水の影響などにより、営

業費用は営業収益を上回り、1,432億83百万円となった。

  以上により、電気事業では、54億86百万円の営業損失となった。

　

② その他の事業

当第３四半期連結会計期間の収支については、売上高は、電気通信事業や建設業収入などにより、

57億23百万円となり、営業費用は、49億53百万円となった。

以上により、その他の事業では、7億70百万円の営業利益となった。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産は、減価償却による電気事業固定資産の減少などはあった

が、泊発電所３号機増設工事などによる固定資産仮勘定の増加に加え、たな卸資産が増加したことなどに

より、前連結会計年度末に比べ553億33百万円増の１兆5,854億40百万円となった。

　負債は、社債などの有利子負債の増加などにより、前連結会計年度末に比べ970億30百万円増の１兆

1,653億41百万円となった。

　純資産は、配当金の支払いや四半期純損失の計上による利益剰余金の減少などにより、前連結会計年度

末に比べ416億96百万円減の4,200億99百万円となった。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.7ポイント減少

し25.9％となった。
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(3) キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、第２四半期連結会計期間末に比べ29億5百

万円増の241億51百万円となった。

　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりである。

　

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

減価償却費の計上はあったが、支払手形及び買掛金の減少や退職給付引当金の減少に加え、税金等調整

前四半期純損失を計上したことなどにより、営業活動によるキャッシュ・フローは、58億12百万円の支出

となった。

　

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

固定資産の取得による支出などにより、投資活動によるキャッシュ・フローは、285億11百万円の支出

となった。

　

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動による支出が収入を上回ったため、設備投資などの投資活動資金を、主に社債により調達した

結果、財務活動によるキャッシュ・フローは、372億28百万円の収入となった。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、ほくでんグループが対処すべき課題について、重要な変更はな

い。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、10億42百万円である。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

 

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等

について重要な変更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はない。

なお、第２四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備のうち、当第３四半期連結会計期

間に運用を開始した設備は次のとおりである。

　

（電気事業）

電力流通設備

（送電）

送電線路名 区間 電圧(kV)亘長(km)回線数 着工年月 運用開始年月

狩勝幹線(昇圧)南早来(変)～北新得(変) 275 114 2 平成20.5平成20.11

　

（変電）

変電所名 増加出力
(MVA)

変圧器
着工年月 運用開始年月

電圧(kV)容量(MVA) 台数

北新得（新設） 900 275/187/66450/450/1002 平成18.5平成20.12(注)

西　野（増設） 600 275/187/66600/600/1001 平成19.1平成20.11

（注）狩勝幹線の275kVへの昇圧に伴い、平成20年11月に一部運用開始。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 495,000,000

計 495,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 215,291,912215,291,912

札幌証券取引所
東京証券取引所
(市場第一部)
大阪証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
ある。

計 215,291,912215,291,912― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項なし

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項なし

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

－ 215,292 － 114,291 － 21,174

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大量保有報告書の写しの送付はない。また、大株主の異動は把握して

いない。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載している。

① 【発行済株式】

　　平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　4,644,900 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　209,208,100 2,092,081 ―

単元未満株式 普通株式　　1,438,912 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 215,291,912 ― ―

総株主の議決権 ― 2,092,081 ―

(注)　１　「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式である。

２　「完全議決権株式（その他）」欄に、証券保管振替機構名義の株式5,600株(議決権56個)が含まれている。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式56株及び当社所有の自己株式89株が含

　　まれている。

　

② 【自己株式等】

　　平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
北海道電力株式会社

札幌市中央区大通東１丁目
２番地

4,644,900－ 4,644,900 2.16

計 ― 4,644,900－ 4,644,900 2.16

(注)　１　株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あり、当該株

　　式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれている。

２　平成20年12月31日現在における自己株式は、4,672,950株（単元未満株式を含む。）である。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 2,455 2,230 2,175 2,285 2,445 2,540 2,320 2,395 2,380

最低（円） 2,175 2,030 2,010 2,040 2,245 2,180 1,791 2,180 2,170

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部のものである。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)の定めるところにより、同規則及び「電気事

業会計規則」（昭和40年通商産業省令第57号）に準拠して作成したものである。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)の四半期連結財務諸表について、八重洲監査法人の四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

資産の部

固定資産 1,449,768 1,427,975

電気事業固定資産 ※１, ※２
 894,219

※１, ※２
 894,633

水力発電設備 124,580 128,965

汽力発電設備 117,864 127,042

原子力発電設備 79,195 69,187

送電設備 188,153 192,952

変電設備 84,985 77,271

配電設備 257,190 256,667

業務設備 40,559 40,749

その他の電気事業固定資産 1,690 1,797

その他の固定資産 ※１, ※２
 50,508

※１, ※２
 52,462

固定資産仮勘定 301,487 280,775

建設仮勘定 300,805 280,507

除却仮勘定 681 267

核燃料 77,772 67,921

装荷核燃料 9,948 6,246

加工中等核燃料 67,824 61,675

投資その他の資産 125,780 132,181

長期投資 39,483 49,875

繰延税金資産 58,144 54,532

その他 28,492 28,078

貸倒引当金（貸方） △339 △304

流動資産 135,671 102,131

現金及び預金 24,151 17,634

受取手形及び売掛金 30,168 33,422

たな卸資産 ※３
 40,474

※３
 28,610

繰延税金資産 18,213 5,018

その他 23,033 17,905

貸倒引当金（貸方） △369 △460

合計 1,585,440 1,530,106
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

負債及び純資産の部

負債の部

固定負債 947,191 859,620

社債 513,788 423,785

長期借入金 233,454 227,339

退職給付引当金 81,099 87,986

使用済燃料再処理等引当金 69,847 72,062

使用済燃料再処理等準備引当金 2,867 2,574

原子力発電施設解体引当金 40,396 39,362

関係会社事業整理損失引当金 3,084 3,121

その他 2,653 3,388

流動負債 215,545 201,144

1年以内に期限到来の固定負債 61,755 48,686

短期借入金 57,380 48,640

コマーシャル・ペーパー 10,000 18,000

支払手形及び買掛金 28,414 33,519

未払税金 6,755 13,379

繰延税金負債 48 48

その他 51,191 38,870

特別法上の引当金 2,604 7,545

渇水準備引当金 2,604 7,545

負債合計 1,165,341 1,068,310

純資産の部

株主資本 410,408 445,833

資本金 114,291 114,291

資本剰余金 21,174 21,174

利益剰余金 283,786 319,062

自己株式 △8,844 △8,695

評価・換算差額等 22 6,645

その他有価証券評価差額金 22 6,645

少数株主持分 9,667 9,316

純資産合計 420,099 461,796

合計 1,585,440 1,530,106

EDINET提出書類

北海道電力株式会社(E04500)

四半期報告書

15/25



(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益 418,622

電気事業営業収益 403,255

その他事業営業収益 15,366

営業費用 446,648

電気事業営業費用 ※１
 433,468

その他事業営業費用 13,179

営業損失（△） △28,025

営業外収益 2,134

受取配当金 410

受取利息 416

持分法による投資利益 97

その他 1,209

営業外費用 12,389

支払利息 10,707

その他 1,681

四半期経常収益合計 420,756

四半期経常費用合計 459,037

経常損失（△） △38,280

渇水準備金引当又は取崩し △4,941

渇水準備引当金取崩し（貸方） △4,941

税金等調整前四半期純損失（△） △33,339

法人税、住民税及び事業税 △12,614

過年度法人税等 682

法人税等調整額 710

法人税等合計 △11,222

少数株主利益 519

四半期純損失（△） △22,635
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益 143,520

電気事業営業収益 137,796

その他事業営業収益 5,723

営業費用 148,236

電気事業営業費用 ※１
 143,283

その他事業営業費用 4,953

営業損失（△） △4,715

営業外収益 746

受取配当金 51

受取利息 109

その他 584

営業外費用 4,406

支払利息 3,774

持分法による投資損失 66

その他 564

四半期経常収益合計 144,266

四半期経常費用合計 152,642

経常損失（△） △8,375

渇水準備金引当又は取崩し △1,641

渇水準備引当金取崩し（貸方） △1,641

税金等調整前四半期純損失（△） △6,733

法人税、住民税及び事業税 △2,945

過年度法人税等 682

法人税等調整額 △75

法人税等合計 △2,338

少数株主利益 249

四半期純損失（△） △4,644
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △33,339

減価償却費 52,156

核燃料減損額 2,058

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,887

使用済燃料再処理等引当金の増減額（△は減
少）

△2,214

原子力発電施設解体引当金の増減額（△は減
少）

1,033

受取利息及び受取配当金 △826

支払利息 10,707

使用済燃料再処理等積立金の増減額（△は増
加）

△512

受取手形及び売掛金の増減額（△は増加） 3,328

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,863

確定拠出年金債務の増減額（△は減少） △1,946

支払手形及び買掛金の増減額（△は減少） △5,160

その他 △7,806

小計 △1,271

利息及び配当金の受取額 822

利息の支払額 △10,890

法人税等の支払額 △7,236

営業活動によるキャッシュ・フロー △18,576

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △74,307

投融資による支出 △14,176

投融資の回収による収入 13,871

その他 317

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,294

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の発行による収入 119,637

社債の償還による支出 △10,000

長期借入れによる収入 15,000

長期借入金の返済による支出 △13,991

短期借入れによる収入 225,612

短期借入金の返済による支出 △216,099

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 97,000

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △105,000

配当金の支払額 △12,471

その他 △299

財務活動によるキャッシュ・フロー 99,388

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,516

現金及び現金同等物の期首残高 17,634

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 24,151
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更  (1)重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

　たな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっ

ていたが、第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定している。こ

の変更による損益に与える影響はない。

 (2)リース取引に関する会計基準 

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっていたが、「リース取引

に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企

業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取

引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年

度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになっ

たことに伴い、リース取引開始日が平成20年４月１日以降のものにつ

いては、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっている。なお、リース取引開始

日が平成20年３月31日以前のものについては、引き続き通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理によっている。この変更による損益

に与える影響は軽微である。

　

【簡便な会計処理】

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している有形固定資産については、連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定する方法によっている。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

税金費用の計算 　税金費用は、主として、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法によっている。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
 

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額
 

 

2,242,837百万円
 

 

2,209,668百万円
 

 

※２　固定資産の圧縮記帳
 

工事費負担金等の受入れによるもの
53,385百万円

 

 

工事費負担金等の受入れによるもの
53,523百万円

 
 

※３　たな卸資産の内訳
 

貯蔵品　　　　 　　33,676百万円
商品　　　　　 　　　　 0百万円

仕掛品　　　　 　　 6,797百万円
 

 

貯蔵品　　　 　　　25,897百万円
商品　　　　 　　　　　 3百万円

仕掛品　　 　　　　 2,710百万円
 

 

　４　偶発債務
 

(1) 日本原燃株式会社
 

　　 社債及び日本政策投資銀行ほ
 　かからの借入金に対する連帯保
　 証債務

 

(2) 原燃輸送株式会社
 

　　 日本政策投資銀行ほかからの
　 借入金に対する保証予約債務

 

(3) 従業員
 

　　 財形住宅融資による㈱みずほ
　 銀行ほかからの借入金に対する
　 連帯保証債務

 

(4) 社債の債務履行引受契約に係る
　偶発債務

 

　　 北海道電力第252回社債
　　　（引受先　㈱三井住友銀行）

 

　　　北海道電力第254回社債
　　　（引受先　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）

 

　　　北海道電力第256回社債
　　　（引受先　㈱みずほコーポレート

　　　　銀行）
 

　　　北海道電力第257回社債
　　　（引受先　㈱みずほコーポレート

　　　　銀行）
 

　　　北海道電力第258回社債
　　　（引受先　㈱三菱東京ＵＦＪ銀行）
 

 

 
 

 
 

49,368百万円
 

 
 

61百万円
 

 
 

23,001百万円
 

 
 

15,000百万円
 

 

19,130百万円
 

 

19,800百万円

 
 

20,000百万円

 
 

20,000百万円
 
 

 

 
 

 
 

53,117百万円
 

 
 

94百万円
 

 
 

23,491百万円
 

 
 

15,000百万円
 

 

19,130百万円
 

 

19,800百万円

 
 

20,000百万円

 
 

20,000百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

項目
 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　営業費用の内訳
 

  電気事業営業費用の内訳
 

区分

 

電気事業
営業費用

（百万円）

電気事業
営業費用の
うち販売費・
一般管理費の計
（百万円）

給料手当 36,052 14,897

燃料費 162,033 ―

修繕費 64,603 1,391

委託費 22,416 11,286

諸費 6,298 5,420

減価償却費 48,376 2,875

その他 115,622 12,919

小計 455,404 48,790

内部取引の消去 △21,935 ―

合計 433,468 ―

　

項目
 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　営業費用の内訳
 

  電気事業営業費用の内訳
 

区分

 

電気事業
営業費用

（百万円）

電気事業
営業費用の
うち販売費・
一般管理費の計
（百万円）

給料手当 12,552 5,064

燃料費 55,324 ―

修繕費 19,047 559

委託費 7,495 3,705

諸費 1,994 1,729

減価償却費 16,516 981

他社購入電源費 18,543 ―

その他 20,509 4,309

小計 151,983 16,350

内部取引の消去 △8,700 ―

合計 143,283 ―

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

項目
 

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高

と四半期連結貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係

 

現金及び預金勘定

 

24,151百万円

現金及び現金同等物 24,151百万円
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(株主資本等関係)

　

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年

４月１日　至　平成20年12月31日）

　

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当第３四半期連結会計期間末株式数(株)

 発行済株式

　 普通株式 215,291,912

合計 215,291,912

 自己株式

　 普通株式 4,672,950

合計 4,672,950

　

２　配当に関する事項
　

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 6,320利益剰余金 30平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年10月31日
取締役会

普通株式 6,319利益剰余金 30平成20年９月30日 平成20年11月28日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
電気事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

137,796 5,723 143,520 ― 143,520

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

175 19,944 20,119 △20,119 ―

計 137,971 25,667 163,639△20,119 143,520

営業利益 又は 営業損失(△) △5,796 1,113 △4,683 △32 △4,715

　　

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　
電気事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

403,255 15,366 418,622 ― 418,622

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

684 52,280 52,964 △52,964 ―

計 403,940 67,646 471,587△52,964 418,622

営業利益 又は 営業損失(△) △31,698 3,245 △28,452 426 △28,025

　

(注) １　事業区分の方法

事業活動における業務の種類を勘案して区分している。

　　 ２　各区分に属する主要な製品の名称又は事業の内容等

　

事業区分 事業の内容

 
電気事業
 

 
電力供給
 

 
その他の事業
 

建物の賃貸、土木・建築工事、電力設備の建設・保守・補修
石炭の受入れ・保管・払出し、電気通信事業

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期

連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）
　

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はない。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期

連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）
　

　　海外売上高がないため、該当事項はない。
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(１株当たり情報)

　

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,948.69円 2,147.66円

　

２　１株当たり四半期純損失

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △107.45円 △22.05円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半期純損失

であるため記載していない。

　　 ２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期純損失(△)(百万円) △22,635 △4,644

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(△)
(百万円)

△22,635 △4,644

普通株式の期中平均株式数(千株) 210,655 210,632

　

２ 【その他】

(1)平成20年10月31日開催の取締役会において、第85期の中間配当に関し次のとおり決議した。

 
中間配当金総額

 

 
6,319百万円

 

１株当たりの中間配当金 30円

支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月28日

(2)その他、特記すべき事項はない。

　

　

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

北海道電力株式会社

取締役会　御中

　

八重洲監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　神　　原　　和　　義　　㊞

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　原　　田　　一　　雄　　㊞

　

業務執行社員 公認会計士　　滝　　澤　　直　　樹　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北海

道電力株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北海道電力株式会社及び連結子会社の平成20

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

している。

２　四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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